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論文の内容の要旨
　ロペズ氏の研究はフイリピン，パナイ島南西部イロイロ盆地の後期中新世から更新世にかかる地質層序の確立
と浮瀞性有孔虫による国際的レベルでの年代層序を確立することである。地質層序に関しては，これまでCorby8f
α五（1951）など多くの研究があるが，いずれも断片的で，連続した層序区分が成されていなかった。本研究では
イロイロ盆地内の北北東一南南西方向約50kmのなかに，北からU1ian，Suage，Ti馴㎜，Siba1om，Tarao，Magapa
の各河川沿いに6つの調査ルートを設定し，地質層序の確立を行い，浮瀞性有孔虫化石による年代層序の樹立の
ために266個のサンプルを採集した。その結果亙1oi1o盆地の東部と西部で層序区分が樹立され，東西の対比を可能
とした。即ち，西部では下位からSingit層は丁班ao層，Iday層，U1iaη層，Cabatuan層にいずれも整合関係で区分
され，Singit層はさらにSew孤agan部層，Tanian部層，I蚊alongon部層，Barasan部層に，Tarao層はTubungan部
層，Gu㎞ba1部層に，Caba血an層はBa1ic部層，StaB孤bara部層，Maraget部層に細分された。東部では下位より
Passi層，Dingle層，Ulian層，Caba肋n層に区分された。
東西の対比は岩相と産出した有孔虫化石の分帯を用いた。
　これらの層序区分に基づき，採集した266個の試料を浮瀞性有孔虫化石抽出のため処理した結果，248試料から
12属67種を同定する事に成功し，次のような圖ow（1969），BolliandStainforth（1985）らが樹立した国際的年代
対比に有効な9つの浮涛性有孔虫化石による連続的な分帯（Zoning）を初めて確立した。即ち，有孔虫による分
帯は下位より；Igta1ongan部層からM呈dd1eMioceΩe，N！5をしめすαoろ070肋α舳？〃〃Interva1Zone，Barasan部層
からLataMi㏄eηe，N16をしめすαoろoプo肋ακ08肋〃挑Intewa1Zone；Tarao層のTubungan部層からLateMioceΩe，
N17aをしめすαoわo〆oオα伽枇∫ゴof舳ゴ伽I．Z．，N17bをしめす肋脆〃ゴα伽α加舳眺I．Z．，N18をしめすαoろoγo肋〃舳肋
しZ．がみとめられ，Gui㎜ba1部層かEarユyPliocene，Nユ9をしめす助肋θ1o肋加伽ぬ桃6θ郷五Z，N20をしめすαoろo〆o肋o
舳肋α榊γ肋“〃刎肋ガ〃αoろ1ψ伽o〃肋oP．R■．，がみとめられ，玉daiy層からMidd1eP王iocene，N21をしめすαoろoγo肋α
オ03〃〃挑LZ．，さらにUhan層からLatePユiocene－Ear1iestPleis士oceneN22をしめすαoわoγo肋oか脇60肋伽o〃θ3，R．Z．
が認められた。最上位のCaba血an層はN22のEar1yP1eistoceneとした。
　1963年Bandyほか以来，長らく問題として指摘されていたMidd1eMioceηeからLateMioceneの分帯，Miocene－
PlioCene境界についての層序と国際的レベルでの有孔虫分帯を明示する事が出来た。また，全層厚が西部より東部
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で厚いことから，堆積時の海洋環境の相違を西に深く，東に浅いことを指摘した。産出した主要な有孔虫化石種
については電子顕微鏡による写真を添え，それぞれの重要な特徴について記載した。
審査の結果の要旨
　パナイ島における後期中新世一鮮新世の浮瀞性有孔虫による国際的なレベルでの年代層序の確立は早くから問
題として指摘されていた。本研究ではこれまでの断片的な層序区分を広域的な調査ルート6つを選定，その詳細
な野外調査の結果に基づき，連続した層序区分を行うことに成功している。さらに，それらのルートから得た浮
涛性有孔虫による9つの分帯は国際的分帯に対比でき，これまでの中新世一鮮新世境界問題を解決することが出
来たと共に，フイリピン全域的に関係する年代区分の指標として貢献できるものと高く評価された。今後は底棲
有孔虫を用いるなど堆積盆地東西での堆積環境の解明が望まれた。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有すると認める。
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